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議会報告会

令和８年度一般会計予算、水道事業会計予算、下水道会計予算を審議

～予算決算委員会経済建設分科会～

経済建設委員会



Q　多文化共生推進事業委託料293万２千円は、

前年度比大きく増額となっている詳細は。

A　増額は、海外派遣事業の統合と、新たに多文化共生

キーパーソン発掘・連携事業を計上したためです。

キーパーソン登録制度の検討を進め、令和９年度からの

運用を目指します。
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Q 市民活動推進業務委託料は401万円減額

    されているがどのような理由か。

A 業務委託料内容の抜本的な見直しを実施し大幅に減額した。市役所の開庁時間に合わせて午前

9時から午後4時までに変更する。勤務体制を対応可能な最小限の人数へと変更した。令和９年度

からサポートコーナーは新設される生涯学習センター内に入る予定。
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Q 食育推進事業のうち、第５次西尾市食育推進

計画策定業務委託料520万円の委託先など詳細と、

特に第五次計画に盛り込む新しい事業、これまで

との変更点についてはどのようか。

A　公平性と透明性を確保するため、

プロポーザル方式で実施。得られた分析

結果を踏まえ、新たな事業内容を検討し

関係者と協議を進める。
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食育活動の現状分析

現行計画の評価と分析
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Q　空家等実態調査業務委託料の詳細は

A　空家等実態調査委託料931万円

・直接経費：494万円

・間接経費：352万円

・消費税等：84万円

主な内容：既存空家536件の整理、資料整理、現地準備、

　　　　　現地調査、台帳とGISデータ作成
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Q　工業系用地の候補地選定について

A 完了までは、候補地確定からスムーズに行っておおむね１０年を目安としている。令和８年

度に多角的な視点から最適な立地候補地の選定を進めていく。
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Q 三世代同居対応住宅支援事業助成金の

詳細は。
　A　補助上限額は30万円で、令和８年度は25件分の申請を

見込み、総額で750万円を計上した。



Q　農業・漁業収入減少影響緩和事業

　　補助金の詳細は。

　A　農業者や漁業者が収入減少等のリスクに備えるための各種共済や保険制

度へ加入する費用を支援することで、経費の安定化を図ることを目的としてい

る。総額1800万円の内訳は、収入保険加入支援事業は、継続加入者と新規加入

者を合わせた131軒に対し、計735万円。漁業者共済加入支援事業では、継続・

新規の加入者を合わせて139件に対し計715万円。ナラシ対策加入支援事業は、

継続加入者が16件で計80万円。また、野菜価格安定加入支援事業では、継続加

入者が39件で計195万円となっている。家畜共済加入支援事業は、継続加入が

15件で計75万円となる。
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Q 鳥獣害対策をどのように進めていく考えか。    

 


また予算額の積算根拠は。

基本方針：寄せない・入れない・つかまえる

重点：防護柵支援／免許取得支援／捕獲支援

支援額：防護柵2/3補助、免許1/2補助、捕獲1頭ごと報奨金
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1頭２千円2/3（1㎡あたり800円） 免許1/2（上限2万8千円）



Q  志貴野河川防災ステーションの維持管理について、市民の水

防災意識の向上を図る場所として、平常時のにぎわい創出に力

を入れていくとしていたが、どのようなことを考えているか。

A　平常時のにぎわい創出と水防災意識の向上を両立させるため、矢作川堤防道路開通による認知度向上A　平常時のにぎわい創出と水防災意識の向上を両立させるため、矢作川堤防道路開通による認知度向上

を活かします。水防訓練やクリーン大作戦などの既存イベントのほか、水防災学習、パネル・模型の展示を活かします。水防訓練やクリーン大作戦などの既存イベントのほか、水防災学習、パネル・模型の展示

更新、県防災ヘリコプター訓練の見学と合わせた施設見学などを積極的に実施していく考えです。更新、県防災ヘリコプター訓練の見学と合わせた施設見学などを積極的に実施していく考えです。

A　平常時のにぎわい創出と水防災意識の向上を両立させるため、矢作川堤防道路開通による認知度向上

を活かします。水防訓練やクリーン大作戦などの既存イベントのほか、水防災学習、パネル・模型の展示

更新、県防災ヘリコプター訓練の見学と合わせた施設見学などを積極的に実施していく考えです。
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Q（仮称）雨水対策マスタープラン策定事業は

1000万円で計画を策定するが具体的にどの地域を

対象に考えているか。スケジュールはどのようか。

A　1,000万円を計上し、佐久島を除く西尾市

全域を対象とした雨水対策のマスタープラン

を策定します。今年度は資料収集と課題の整

理・分析を行い、令和７年度には整備目標の

設定やハード・ソフト対策の具体化、策定委

員会での検討、パブリックコメントを経て計

画を取りまとめていく予定です。
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経済建設委員会

ご清聴ありあがとうございました。
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